
PILE ACADEMY  ~見えないところに安心を~

「この地盤、どうする？」に回答できる杭

概要説明×事例

でわかる採用ポイント

講演内容
1.ATTコラムの実力
（先端支持力＋周面摩擦）
2.施工方法の概要と施工機械の特徴
3.引抜力・曲げ性能の考え方
4.採用ポイント



杭工法

既製杭工法

場所打ち杭工法

打込み杭工法

埋込杭工法

回転杭工法

機械掘削工法 リバース工法

アースドリル工法

オールケーシング工法

深礎工法

打撃工法

バイブロハンマ工法

中堀工法

プレボーリング工法

鋼管ソイルセメント工法

旭化成建材の杭工法



• 鋼管の先端部にらせん状の羽根を有し、
羽根の推進力で地盤中に貫入させる小口径回転杭工法

• 先端羽根部により高い鉛直、引抜支持力性能を発揮

EAZET工法とは



・コラム体中にらせん状鋼製羽根を多段に取り付けた鋼管を挿入一体化さ
せる鋼管ソイルセメント杭工法
・一体化により高い鉛直、水平抵抗、引抜性能を発揮

摩擦力

先端反力

ATTコラム工法とは



旭化成建材の杭工法（周辺技術）
蓄電池向け架台基礎システム

LBAR



一般的にセメントと鋼管を組み合わせた杭は「鋼管ソイルセメント杭」と呼ばれているものになります

「鋼管ソイルセメント杭」

参照：鋼管ソイルセメント杭工法施工管理要領
(一般社団法人 鋼管杭・鋼矢板技術協会)



工法概要｜



標準仕様機

大型施工機

中型機

施工機械｜



9

プラント設備 バックホウ

固化材杭材

付帯設備機器・杭材・材料｜



𝛼：杭先端支持力係数（𝛼=250）

𝑅a =
１

３
αഥNAp＋ βNsLs＋γquLc 𝜑 ）

𝛽：砂地盤、周面摩擦力係数
（𝛽𝑁𝑠=10𝑁𝑠＋50）

𝛾：粘土地盤、周面摩擦力係数
（𝛾𝑞𝑢=0.8𝑞𝑢＋１0）

支持力式｜



κ：くい先端支持力係数（κ=0）

λ：砂地盤、周面摩擦力係数
（λ𝑁𝑠=8𝑁𝑠＋４0）

μ：粘土地盤、周面摩擦力係数
（μ𝑞𝑢=0.64𝑞𝑢＋8）

支持力式｜

t𝑅a =
２
３

κഥNAtp＋ λNsLs＋μquLc 𝜑 ）+Wｐ

＊引抜方向摩擦力は、鉛直方向摩擦力の80%



メリット
◇安定した品質

◇天候に左右されにくい

◇厚みの異なる鋼管同士を精度良く接続

◇非常に短い接続時間（5分～10分程度／箇所）

機械式継手（AKジョイント）｜
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Ｓ 砂質土

C 粘性土

Ｓ 砂質土

【地盤条件①】
・Ｎ値の小さい軟弱な砂地盤
・支持層深い
→杭長長くする必要あり

「構造物に対し過剰な杭長、杭スペック」

ATTコラム
→杭スペックの最適化（杭長、杭径）

【POINT】
ATTコラムの摩擦力の大きさ・評価

支持層のない軟弱地盤｜



一般式：極限周面摩擦力
Ｒf = σi（τi・Ａi）＝ σi（τi・πDΔＬi）

参照：建築基礎構造設計指針

支持層のない軟弱地盤｜

EAZET

場所打ち杭

プレボーリング

同じＮ値で比較すると数倍の摩擦力度を発揮します！！

工  法
極限周面摩擦力度・

砂質土τi(kN/m2)

ATTコラム 10Ns+50

EAZET βNs=15

場所打ちコンクリート杭 3.3Ns

埋込み杭(プレボーリング) 2.5Ns

埋込み杭(中堀) 1.5Ns

回転貫入杭 2.0Ns

打込み杭 2.0Ns
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支持層のない軟弱地盤｜

【地盤条件②】
・Ｎ値の小さい軟弱な粘性土地盤
・支持層なし

→圧密沈下の検討が必要となる場合

【POINT】
ATTコラムの荷重作用点



支持層のない軟弱地盤｜

計算例

参照：「ATTコラムの適用例(基礎工2008年10月号)」による
●ATTコラム 標準的にご提案している荷重作用点の考え方
荷重作用点Ｐに、集中荷重として全軸力が作用した場合の
地中応力増加分ΔσzをBoussinesqの式で算出しています。

中間的杭ＡＴＴコラム

杭本体部径
(mm)

羽根径(mm) コラム径(mm) 杭長(m)
長期許容支持
力(kN/本)

190.7 500 700 8.0 370

P

*ATTコラム総合カタログP29掲載
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支持層のない軟弱地盤｜

【地盤条件③】
・Ｎ値の小さい上層の砂地盤
・液状化考慮する
→地盤反力係数の低減が必要

「杭のスペックUP、本数増の可能性」

ATTコラム
→本数増加によるコストアップを抑制
【POINT】
ATTコラムの水平耐力（仮想地盤効果）

液状化対象層



支持層のない軟弱地盤｜
羽根付き鋼管とコラムが一体化することにより、水平抵抗が大幅に向上



支持層のない軟弱地盤｜

水平方向地盤反力係数計算式
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N＝17~30

N＝33~44

止めどころに悩む地盤｜

【地盤条件】
・Ｎ値がばらついている地盤
・十分な層厚の支持層なし（N値50）
・（建物荷重）大きい
→支持杭では十分なＮ値がとれない

「杭本数増の可能性あり」

ATTコラム
→杭短く本数減でコストダウン、

 施工時間の短縮も考えられる
【POINT】
ATTコラムの高い支持力（先端＋摩擦）
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N＝33

止めどころに悩む地盤｜

B案

N＝17

A案

杭長伸ばしても採用N値が小さく、
鋼管杭は支持力が不足
↓
ATTコラムでは・・・

ATTコラム本体径
Φ267.4 – 8.0mm
羽根径 φ700
コラム径φ1000
杭長L = 5m
採用先端N値=17



止めどころに悩む地盤｜

ATT A案EZ(先端-5m)
B案EZ(先端-

10m)

支持力 ○742kN/本 ×404kN/本 △634kN/本

総本数 ○52set ×97set △60set

1柱本数max ○5本 ×9本 △6本

見積金額 ◎ 〇 △

杭頭鉄筋 ○Fc21 D19 8本 △Fc21 D22 8本 ×Fc24 D25 10本

残土 △ 〇 〇



止めどころに悩む地盤｜

より硬い地盤にアプローチできます



残土が少ない｜

PHCと場所打ち杭と比較し、大幅に残土を削減可能

PHC・場所打ち杭 ＡＴＴコラム



実績傾向｜



実績傾向｜



全国各地で施工実績がございます。ご相談をお待ちしております。



新設サービスのご紹介

旭化成建材基礎 https://www.asahikasei-kenzai.com/akk/kisojiban/?category=kisojiban



新設サービスのご紹介

依頼フォーム
必要事項をご記入ください。
資料がある場合はアップロードもできます。

フォームからお気軽にご相談ください
すべてのサポートには費用はかかりません

提供するサポート
建物の荷重条件や地盤条件をもとに、
最適な杭仕様をご提案いたします。
また、現地調査を行いお客様の搬入計画・
施工計画をサポートします。



課題解決例はあくまでも一例に過ぎません。

是非、杭基礎工法のご検討は旭化成建材にご相談ください！ 

ご清聴ありがとうございました。

おわりに

旭化成建材は、お客様の課題にひたむきに寄り添い、
「できない」ではなく、「できる」方法を模索し、
課題解決方法のご提案に尽力させていただきます。
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